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【発行日】平成20年8月7日(2008.8.7)

【公表番号】特表2002-537921(P2002-537921A)
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【出願番号】特願2000-603269(P2000-603269)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｆ   2/48     (2006.01)
   Ａ６１Ｎ   1/05     (2006.01)
【ＦＩ】
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【誤訳訂正書】
【提出日】平成20年6月18日(2008.6.18)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】特許請求の範囲
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
　　【請求項１】　人工蝸牛器官を制御する方法において、
　ａ）前記人工蝸牛器官の少なくとも１つの電極に対して記録された神経応答から選択さ
れたパラメータを決定する段階と、
　ｂ）前記選択されたパラメータに基づき最適な刺激レートを決定する段階と、
　ｃ）前記人工蝸牛官を最適な動作モードで作動させるべく少なくとも１つの電極に前記
最適な刺激レートで刺激を作用的に適用するように、前記人工蝸牛官の動作を調整する段
階とを有する、人工蝸牛器官を制御する方法。
　　【請求項２】　前記選択されたパラメータが時間に関する属性を有している請求項１
に記載の方法。
　　【請求項３】　前記時間に関する属性が、潜伏期間、積分、不応性、刺激追従の何れ
か１つまたは複数を含む請求項２に記載の方法。
　　【請求項４】　前記選択されたパラメータが空間に関する属性を有している請求項１
に記載の方法。
　　【請求項５】　前記空間に関する属性が、刺激の広がり、刺激の重なり、神経分布密
度の何れか１つまたは複数を含む請求項４に記載の方法。
　　【請求項６】　前記選択されたパラメータが空間－時間に関する属性を有している請
求項１に記載の方法。
　　【請求項７】　前記空間－時間に関する属性が、マスキング、差込みの何れか１つま
たは複数を含む請求項６に記載の方法。
　　【請求項８】　前記選択されたパラメータが潜伏期間である請求項１に記載の方法。
　　【請求項９】　前記最適な刺激レートで刺激を作用的に適用するように前記人工蝸牛
官の動作を調節する段階は、戦略の選択、使用するチャンネルの数、電極の選択、パルス
速度、食い違い順序、コンディショナーチューニングの何れか１つまたは複数を含む請求
項１から８の何れか１項に記載の方法。
　　【請求項１０】　前記段階ｂ）は、前記最適な刺激レートを前記潜伏期間Δの関数と
して以下の式にて決定することにより実施される請求項８に記載の方法。
Ｒ＝（ｃ1／Δ）+ｃ2

ここで
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ｃ1、ｃ2は定数、Ｒは最適刺激レート、Δは前記潜伏期間である。
　　【請求項１１】　前記段階ｂ）は、前記最適な刺激レートＲを前記潜伏期間Δの関数
として、Δ＜Ｋである場合にはＲ＝Ａ、そうでなければＲ＝Ｂとなるように決定すること
により実施される請求項８に記載の方法。
ここで
Ａ＞Ｂであり、Ｋは所定の定数である。
　　【請求項１２】　前記潜伏期間は、前記神経応答の最初の確認可能な特徴の発現から
、神経応答の２番目の確認可能な特徴の発現までの時間である請求項８から１１の何れか
１項に記載の方法。
　　【請求項１３】　前記最初の確認可能な特徴は、最初の負のピークであり、前記２番
目の確認可能な特徴は最初の正のピークである請求項１２に記載の方法。
　　【請求項１４】　前記潜伏期間は、前記神経応答を顕在化させるための刺激の適用か
ら前記神経応答の典型的な特徴の発現までの時間である請求項８から１１の何れか１項に
記載の方法。
　　【請求項１５】　前記典型的な特徴が前記神経応答の最初の負のピークである請求項
１４に記載の方法。
　　【請求項１６】　前記典型的な特徴が前記神経応答の最初の正のピークである請求項
１４に記載の方法。
　　【請求項１７】　前記典型的な特徴が前記神経応答の２番目の正のピークである請求
項１４に記載の方法。
　　【請求項１８】　人工蝸牛器官を制御する方法において、
　ａ）前記人工蝸牛器官の複数の電極に対して記録された神経応答から選択された複数の
パラメータを決定する段階と、
　ｂ）前記選択された複数のパラメータの少なくとも幾つかから組み合わせた選択パラメ
ータを演算する段階と、
　ｃ）前記組み合わせた選択パラメータに基づき最適な刺激レートを決定する段階と、
　ｄ）前記人工蝸牛官の動作を調節し、前記複数の電極の少なくとも幾つかの電極または
全ての電極及び／または他の利用可能な電極に、前記最適な刺激レートに依存するレート
で刺激を前記人工蝸牛官が作用的に適用する段階とを有する、人工蝸牛器官を制御する方
法。
　　【請求項１９】　前記複数の所定のパラメータは複数の潜伏期間である請求項１８に
記載の方法。
　　【請求項２０】　人工蝸牛器官の動作を調節するための装置において、
　前記人工蝸牛器官は、聴覚器官の神経応答を誘発し刺激を適用する手段を含んでおり、
　前記装置が、前記神経応答から論理的に導かれた少なくとも１つの選択されたパラメー
タに依存する最適な刺激レート信号を決定し、かつ、該最適な刺激レート信号を前記人工
蝸牛官に伝達するために前記神経応答を分析する、前記人工蝸牛器官に結合された処理手
段を具備し、
　前記人工蝸牛官は、前記最適な刺激レート信号に応じて、前記人工蝸牛官を最適な動作
モードで作動させるように適用される刺激レートを調節する、装置。
　　【請求項２１】　前記処理手段が前記人工蝸牛器官に一体的に設けられている請求項
２０に記載の装置。
　　【請求項２２】　前記選択されたパラメータが時間に関する属性を有している請求項
２０または２１に記載の装置。
　　【請求項２３】　前記時間に関する属性が、潜伏期間、積分、不応性、刺激追従の何
れか１つまたは複数を含む請求項２２に記載の装置。
　　【請求項２４】　前記選択されたパラメータが空間に関する属性を有している請求項
２０または２１に記載の装置。
　　【請求項２５】　前記空間に関する属性が、刺激の広がり、刺激の重なり、神経分布
密度の何れか１つまたは複数を含む請求項２４に記載の装置。
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　　【請求項２６】　前記選択されたパラメータが空間－時間に関する属性を有している
請求項２０または２１に記載の装置。
　　【請求項２７】　前記空間－時間に関する属性が、マスキング、差込みの何れか１つ
または複数を含む請求項２６に記載の装置。
　　【請求項２８】　前記最適な刺激レートで刺激を作用的に適用するように前記人工蝸
牛官の動作を調節する段階は、戦略の選択、使用するチャンネルの数、電極の選択、パル
ス速度、食い違い順序、コンディショナーチューニングの何れか１つまたは複数を含む請
求項２０から２７の何れか１項に記載の装置。
　　【請求項２９】　前記選択されたパラメータが、ＥＰ振幅、Ｉ／０関数パラメータま
たは屈折曲線の属性の１つまたは複数から選択される請求項２０に記載の装置。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００２】
　背景
　蝸牛埋設装置を使用する個々の患者が異なる言語符号化計画から利益を得るのに能力差
があることは公知である。これらの符号化計画は、活性化されたチャンネル数、電極への
動的又は固定のチャンネル分配、各チャンネルのための刺激量において違いがあるかもし
れない。例えば、数人の患者は、チャンネル数及び電極へのチャンネルの分配のような他
の刺激因子は不変に維持されても、チャンネル当たり２５０Ｈｚの比較的低い刺激レート
（例えば、本出願人によって製造された製品の幾つかにおいて使用されているＳＰＥＡＫ
刺激計画によって提供されるような）からチャンネル当たり１２００Ｈｚ以上の刺激レー
ト（例えば、本出願人によって製造された製品の幾つかにおいて使用されているＡＣＥ刺
激計画によって提供されるような）へ変換される時に開放設定言語の理解においてかなり
の改善を示す。他の患者は、改善を示さず、刺激レートが低いレートから高いレートへ増
加された時に少ない利益でさえ示さない。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
３．不応性
　不応性は、短時間のうちに連続して多数回だけ放出することについての神経繊維の不能
性を参照する。
　二つ又はそれ以上の刺激イベントが短時間のうちに連続して提示されると、対応する一
連の応答波形の大きさが連続する応答波形のなかで減少するかもしくは変動し、又は場合
によってはいくつかの応答が完全にない恐れがある。不応性を、パルス間時間間隔と、第
２、第３、又は第ｎ応答を引き出すための刺激強度しきい値との間の関係によって特徴付
けることができる。或いは、パルス間時間間隔と、連続する応答波形間の大きさの減少分
（又は潜伏期間）との間の関係によって特徴付けることもできる。その他の多くのパラメ
ータの関係も不応性を特徴付けるために簡単に定義される。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】



(4) JP 2002-537921 A5 2008.8.7

　不応性の特性を定量化することができる方法の一つは、次式にあるパラメータＷによっ
て不応性の特性を特徴付けできるということを考慮することにある。
　Ｍ（ｔ）＝Ｍｏ（１－ｅ-(1+a)/w）
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２６】
４．刺激追従
　一般に、単一の刺激パルスの強度が大きくなると（応答しきい値の限界と応答飽和値の
限界との間で）、対応する応答波形の大きさが大きくなる。しかしながら、屈折及び積分
の複雑な相互作用により、短時間のうちに連続してかつ強度を変えながら多数の刺激パル
スが生じ、パルス強度と応答の大きさとの間の一致が保持されない恐れがある。その結果
、応答の大きさの範囲がパルス強度の範囲に追従する程度が、パルス間の時間間隔（又は
均等的には、パルス速度）によって変化する恐れがある。刺激追従は、パルス間の時間間
隔と、刺激強度の調節度合いに対する応答波形の大きさの調節度合いの比との間の測定さ
れた関係によって特徴付けられうる。刺激追従の別の測定方法は、Wilson et al Researc
h Triangle Institute、NIH契約第1-DC-5-2103号、四半期進捗報告７、１９９７年２月１
日から４月３０日、に記載されている。これらの調査者は、連続する同じ強度の刺激に応
じた応答の大きさの増減について記載している。変更の大きさ、及びパルス間時間間隔に
対するその関係は、刺激追従を特徴付けるのに用いられている。刺激追従はまた、一つの
パルスのみが他のパルスと比べて強度が違っている一連のパルスを用いて特徴付けされう
る。このような一連のパルスは、非常に大きな又は小さな大きさの応答を発生する。その
他の多くのパラメータの関係も刺激追従を特徴付けるために簡単に定義される。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３５】
　刺激の重なりの特性を定量化する１つの可能な方法は、この特性をＯ＝（ｌ2－ｌ1）／
ｌ1によって特徴付けることができると見なすことである。ここで、ｌ1は第１の刺激のみ
が与えられたときに第１の電極セットを通して伝えられた第１の刺激に対する応答を引き
出すために要求される強度閾値であり、ｌ2は、第２の刺激が第２の電極セットを通して
同時に伝えられたときに第１の電極セットを通して伝えられる刺激に対する強度閾値であ
る。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　時間的に異なる瞬間にマスカーとプローブの両方が刺激電極の単一のセットを通して伝
えられたとき、これは上述したように不応性又は積分の現れである。また、マスカーとプ
ローブの両方が異なる電極セットを通して同時に伝えられたとき、これは同じく上述した
刺激の重なりに関連する。しかしながら、（２つ以上の）刺激を非同時に異なる電極セッ
トに伝えることも可能である。プローブに対する応答にマスカーが与えた結果的な影響は
、時空的相互作用の尺度を表している。マスキングは、プローブ応答の大きさ（又は潜伏
期間）が、
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　ａ）各刺激電極セット間の距離と、
　ｂ）マスカー及びプローブの時間的な分離と、
　ｃ）マスカーの強度と、
　ｄ）プローブの強度と、
　ｅ）記録電極と刺激電極セットとの間の距離とに多次元的に依存していることにより特
徴付けられ得る。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　マスキングは２またはそれ以上の電極セットにより刺激を組み入れることにより拡張す
ることができる、マスカーとプローブの間の任意のタイミングの関係で、それぞれは異な
る刺激を受ける。さらには、マスカーの刺激は単パルス、または、任意に複雑に連結した
パルスである。一般的な形態においては、１以上の刺激電極を使用した時にいずれかが特
徴づけられるときにマスキングは不応性と積分の特性を包含する。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　マスキングの特性を計量する一つの可能な方法は以下の式で特徴付けられるということ
を考慮することである。
　Ｍ＝（ｌ2－ｌ1）／ｌ1

　ここで、ｌ2とｌ1は刺激の重なりに対して上記のように定められる。このケースでは、
第１と第２の刺激は特定の遅れによって時間で分割されている。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４６】
　したがって、反応特性が高いパルスレートにおける低い神経作用の証拠を示した場合に
は（例えば、不応性からの遅い回復、長い積分時間、高いレートにおける劣った刺激追従
等）ＳＰＥＡＫはＣＩＳを超えて選択される。逆に、ＣＩＳは反応特性が低い間隔選択性
（刺激の大きな広がり、刺激の大きな重なり）の証拠を示している場合に選択される。同
様に、実質的に刺激の重なりがある場合には、回路の相互作用（ＳＡＳ－Simultaneous A
nalogue Stimulations）を傷つけるようなストラテジは排除される。したがって、神経反
応特性を測定することによって、最も最適な会話処理ストラテジを、個人に最大の利益を
もたらすように選択することができる。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４８】
　１．高いレートのストラテジ（ＣＩＳまたはＡＣＥ）は、２つ、または、それ以上の電
極に対して演算された平均した不応性の値Ｗが閾値Ｗmaxより下に来る場合に選択される
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。さもなければ、低いレートのストラテジ(SPEAK)が選択される。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４９】
　２．多くの電極を使用するストラテジ(SPEAK, ACE)は、平均した重なりの測定値Ｏavg

が閾値Ｏmaxより下にくる場合に選択される。さもなければ、少ない電極を使用するスト
ラテジ（例えば、ＣＩＳ）が選択される。
【誤訳訂正１３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５０】
　３．重なり、不応性、刺激追従、刺激の広がり、の測定からの重み付けされた寄与分を
含む複合パラメータが定義される：
　Ｃ＝ａＯ＋ｂＷ＋ｃＦ＋ｄＳ，但し、ａ，ｂ，ｃ，ｄは予めさだめられた定数である。
このような複合パラメータは個々のパラメータの代わりに使用され、同じように定められ
た所定の閾値と比較される。
【誤訳訂正１４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５１】
　パラメータの最適化
　所定のストラテジのパラメータ空間内で、個々のパラメータは神経応答特性に基づいて
最適化可能である。ＡＣＥストラテジは、電極の比率及び数のための多数のオプションを
提供する。空間－時間の相互作用（マスキング等）の尺度は、神経の時間能力を超えない
ように比率とチャンネル間隔との間の最適な兼合いを割り出すことができる。一般にパル
ス方式のストラテジでは、不応性、積分、刺激追従の尺度は、末梢の能力を超えないで使
用可能な最も高いレートを割り出すことができる。神経密度は、近似目標神経単位の不足
によりＭＡＰから除外されるべき電極を割り出すように使用可能である。マスキング等の
空間－時間の尺度は、連続的なパルスストラテジを用いてチャンネルの相互作用を最小化
するように最適な電極列順序（食い違い順序）を決定可能である。電極の使用可能な数が
特定のストラテジに要求される数を超える場合に、時間応答特性は、高レート刺激に有効
であろう電極の最適な部分集合を割り出すことができ、空間特性は、過大な刺激の重なり
により回避されるべき電極を割り出すことができる。
【誤訳訂正１５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
　電極選択：
　１．電極は、新規密度Ｓの対応する尺度が限界値Ｓmin以下の場合、患者マップから除
外できる。
　２．電極は、
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　　－限界値Ｗmaxを超える不応性Ｗと
　　－所定のパルスレートのための限界値Ｆmin以下の刺激追従と
　により証明されるような高レート刺激を追従するために不十分な能力を示す場合に、高
レートマップから除外できる。
　３．電極は、所定の刺激強度Ｉにおいて限界値Ｏmaxを超える刺激の重なりを示す場合
にマップから除外できる。
【誤訳訂正１６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　パラメータの最適化
　１．食い違い順序（電極が刺激のために選択される順序）は、順番に連続位置に渡って
刺激の重なり尺度Ｏ又はマスキング尺度Ｍの合計を最小化する順序を選択することにより
最適化されることができる。
　２．刺激レートは屈折平均尺度Ｗavgが限界値Ｗmax以下である最高レートを決定するこ
とにより最適化されることができる。あるいは刺激レートは、同様の限度に対して各電極
のための個々の尺度Ｗを比較することにより、各電極のために個々に決定されることがで
きる。
　３．刺激レートと使用されるべき電極の数とが複合限度（例えば、プロテーゼにより組
みつけられた集合比率等）の範囲内であるときに、電極の数とレートとの間の兼合いは、
使用可能なレート／電極の組合せの間で平均マスキング尺度Ｍを最小化する組合わせから
選択することにより最適化することができる。
　４．調整刺激の強度は、所定の限界値Ｆminを超える刺激追従尺度Ｆを付与する最小強
度から決定することができる。
　５．調整刺激のレートは、刺激追従尺度Ｆを最大化するレートを選択することにより決
定することができる。
【誤訳訂正１７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６１】
　所望の刺激レートを決定するのに使用される好適なパラメータは、所定の神経反応波形
に関連した潜伏期間である。しかしながら、適切な刺激レートを決定するのに、他のパラ
メータ、例えばＥＰ振幅、Ｉ／Ｏ機能パラメータ（例えば、スレッショルドまたはスロー
プ）及び屈折曲線特性を使用してもよい。上述したように、これらパラメータと所望の刺
激レートとの間の適切な関係は当業者のスキルにおいて経験的に決定されることが理解さ
れよう。
【誤訳訂正１８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００６３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００６３】
　再び図１を参照すると、患者ＬＨのＴ（Ｐ１）－Ｔ（Ｎ１）潜伏期間は２００～３００
μｓを示し、患者ＧＺのＴ（Ｐ１）－Ｔ（Ｎ１）潜伏期間は４００～５００μｓを示した
。数学的機能における論証として潜伏期間の数値を使用すると、最適化された刺激レート
を決定することができる。幾つかの数学的機能Ｒ＝ｆ（Δ）は有用であり、ここでＲは最
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適なレートであり、Δは神経反応波形から得られた潜伏期間である。例えば、一つの非常
に簡単なモデルでは、If Δ＜K then R=A、 else R=Bで、ここでA＞BでありＫは定数であ
る。二つの刺激レートＡおよびＢが有用で、Ｋが予め定められた定数である場合、このよ
うなモデルが使用される。別のモデルでは、R=(c1/Δ)+c2で、ここではｃ1およびｃ2が定
数である。
【誤訳訂正１９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７０】
　上記モデルの定数Ｋ、ｃ1、ｃ2は患者を参照することにより導き出され、これらの最適
刺激レート(optimal stimulation rate)は従来技術の方法により見つけ出された。例えば
、第１の方法において、Δが発生Ｎ１(occurrence of N1)とＰ１との間の時間であり、Ａ
＝２５０Ｈｚであり、そして、Ｂ＝１２００Ｈｚである場合には、値Ｋ＝３５０ｕｓであ
るのが適切であることが分かった。第２の方法においては、同様に刺激潜伏期間(latency
 period)がＮ１とＰ１との間で測定された場合には、値ｃ1＝２８５０Ｈｚで、値ｃ2＝２
２５μｓであるのが適切であった。これら関数は適切なタイプの関係の単なる例示であり
、その他の関数も関係を確立するために等しく定義されうることは、当業者には明らかで
あろう。
【誤訳訂正２０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７１】
　例えば、適切な関数を定義する１つの方法は、経験的に、別の最適化手段(optimizatio
n means)を用いて測定(measure)された刺激潜伏対最適レート(latency-to-optimal-rate)
の関係を調査(examine)することである。
【誤訳訂正２１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７２】
　ここで図２を参照すると、上述した実施例の方法の工程が特定されている。始めに、選
択された電極に関して患者の神経反応が記録される。好ましくは、ボックス１に示したよ
うに、多数の神経反応が記録され、これらの平均値がとられる。次いで、最初の正のピー
クＰ１が生じる時間Ｔ（Ｐ１）を測定(determine)するために平均波形が処理される。こ
うした測定を実行するための方法は、数値数学の分野およびコンピュータサイエンスの分
野で公知であるので、ここでは詳細には説明しない。同様に、ボックス５では、最初の負
のピークが生じる時間Ｔ（Ｎ１）が測定され、記憶される。ボックス６では、Ｔ（Ｐ１）
とＴ（Ｎ１）との間の差Δが算出され、記憶される。上述したように本実施例にて使用さ
れた刺激潜伏値ΔはＴ（Ｐ１）－Ｔ（Ｎ１）であるが、例えば、Ｔ（Ｐ１）－Ｔ（stim）
、またはＴ（Ｎ１）－Ｔ（stim）、またはＴ（Ｐ２）－Ｔ（stim）といった他の刺激潜伏
値でもよく、しかしながら、各々の場合において、上述した値Ｋ、ｃ１、ｃ２は再び測定
(determine)される。ボックス１１では、ボックス６にて算出された刺激潜伏値Δが関数
Ｒ＝ｆ（Δ）の独立変数として使用され、最適刺激レートが算出される。
【誤訳訂正２２】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００７３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７３】
　上記実施例は１つの電極のみに関する刺激レートの測定に関するが、別の実施例では、
ポジションの先から根本までの範囲に亘って全ての電極、或いは少なくとも多数の電極に
関して刺激潜伏期間が測定される。次いで上述したように、例えば最大値全体の平均をと
ることによって、或いは最大値全体をとることによって刺激潜伏差が組み合わされ、処理
される。
【誤訳訂正２３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００７４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００７４】
　さらに、例えば電極Ｎにおいて導き出されるレートが必ずしも電極Ｎに適用される必要
はなく、周辺の電極および／または利用可能な全ての電極にも適用可能であることは明ら
かである。同様に、Ｍ個の刺激潜伏期間が測定されるならば、これらは複数の電極間に分
布せしめられるＭ個のレートまたは数個のレートを算出するのに用いられる。
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